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1991 年からである．その数 62 万人であり，以降毎
年フリーター数は増加し続け，1997 年には 119 万


















1991  2,109 182  62
1993  2,171 215  79
1995  2,213 248  94
1997  2,271 313 119
1999  2,272 385 143
2001  2,275 417 159
2003  2,200 ― 217
2005  2,137 ― 201
2007  2,036 ― 181
2009  1,931 ― 178
2011＊2  1,816 ― 184
2012  1,775 ― 180
＊ 1　労働力人口 = 就業者＋完全失業者
＊ 2　 2011 年は，岩手・宮城・福島 3 県を除く数値























































































































































年齢計 317.6 千円 196.4 千円 62 %
20-24 歳 200.4 171.7 86
25-29 235.9 188.2 80
30-34 272.7 200.6 74
35-39 310.7 200.3 64
40-44 349.1 196.6 56
45-49 385.9 193.4 50
50-54 398.9 191.2 48
55-60 384.4 194.0 50





続年数 6.8 年）196.4 千円，賃金格差は 62 である．
この格差を，年齢階級別にみると，20-24 歳 86，
25-29 歳 80，30-34 歳 74 と比較的格差は小さいが，
年齢が上がるに従って，格差は拡大，50-54 歳 48，













の平均年収 384.5 万円，フリーター105 万円，一生













































　また 20 歳代の OFF-JT 受講時間を比較すると，
正規雇用者の受講時間は 2006 年度から 2011 年度の
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